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（入選当時の学年）
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　その毎日が

　　　宝箱
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日本で初めて100円ショップに行ったとき、印鑑を売っていることを見て驚

いた経験があります。

韓国でも印鑑を使いますが、印鑑は個人の名前が

入るものなので、簡単に買えるものではなく、街の印

鑑屋に行くかインターネットで依頼して作ってもらわ

なければなりません。以前のコラム＊で紹介したとお

り、韓国人は同じ名字を持っている人が非常に多

く、名字のみの印鑑だと本人証明ができないため、

基本的にフルネームで作るのです。

一番日本と異なる点は、女性の場合です。韓国では、女性が結婚して名字

が変わることはないので、一度作った印鑑は長く使えます。

日本でも最近、電子本人証明や職場での電子決裁などを使う場合が増え

てきましたが、まだ印鑑を使う場面が多いと言えます。韓国でも印鑑を使い

ますが、日常で使う頻度は少ないです。職場では電子決裁やサインの場合が

多いです。印鑑を使う場面は、行政手続き、銀行での貸出、不動産売買のよ

うな重要な取引の際に使われます。日本のように印鑑証明制度があるので、

登録した印鑑を使うのが基本となります。
＊令和２年６月号　「韓国では、人を呼ぶときになんと呼ぶの？」

韓国のことについて国際交流員に聞きたいことを下記まで送ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（郵便・電子メール・電話のいずれか）
郵便　〒818-0198太宰府市観世音寺一丁目１番１号　太宰府市 国際・交流課　宛
電子メール　　　kokusai-k@city.dazaifu.lg.jp
電話　☎（９２１）２１２１　（内線４８２）

国際交流員への質問募集！

韓国の印鑑はフルネーム

韓国の印鑑例

〈ハングル印鑑〉

※「印」を入れない場合は横書き

〈漢字印鑑〉
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